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オワシⅡ号機には，ガスジェネレータサイクル・エアターボラムジェット（Gas Generator Cycle 















     
     









今回神奈川県相模原市にある JAXA/ISAS の遷音速風洞試験場を 7/31～8/4 の間に使用し，風洞
試験を行った．試験マッハ数は遷音速域 M=0.7~1.3 を連続的に変化させるマッハスイープとし，
供試体抗力，オリフィス上流全圧を 5 点，ベース静圧を 4 点，シュリーレン映像を計測した．風
洞試験は 5日間で 20回行った． 
 
 




図 3，4に風洞試験によるインテーク性能結果を示し，全圧回復率 TPRと流量捕獲率 MCR の変
化を表す．ダイバータありのインテークでは，流量の変化に対して全圧がほとんど低下していな






図 3 MCR-TPR(ダイバータあり)   
 
図 4  MCR-TPR(ダイバータなし) 
 
３－２．外部抗力性能  




































































図 5 MCR-CD(ダイバータあり) 
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